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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、権威主義（非民主主義）体制の国家において重要な課題である、体
制の長期的な存続、あるいは民主化に対して、市民や反体制派の行動がどのような影響を与えているのかを明ら
かにすることであった。具体的には、反体制派の対抗手段の中でも抗議行動と選挙に焦点を当て、権威主義体制
を対象とする多国間比較の統計分析とマレーシアを対象とする事例分析を行った。これらの研究に関して、学会
や研究会で報告を行い、論文を投稿した。一部、改稿中の論文については、今後成果として出版できるよう引き
続き取り組んでいく。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to examine the impact of citizen and dissident behavior on 
the long-term survival or democratization of regimes, which is an important issue in authoritarian 
(nondemocratic) regimes. Specifically, focusing on protests and elections among the dissident 
countermeasure, I conducted a statistical analysis for authoritarian regimes and a case study for 
Malaysia. The analyses were presented at conferences and submitted on journals. I will continue to 
make revisions to some of the analyses for publication.　
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の貢献は、近年比較政治学で多大な関心が寄せられてきた権威主義体制に関する議論において、反体制派
や市民の挑戦手段という観点からの分析を行い、さらに選挙経験の蓄積の影響とメカニズムを明らかにしたこと
である。また、マレーシアの事例分析からは、権威主義体制下での民主的制度が、反体制派や市民の政治参加手
段として確立されることで、体制転換後の混乱が抑制されうることも示唆されている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

1990 年代までに多くの国々が民主化に達してきた。他方で、民主的な制度を持ちながらも、
市民的自由や政治参加の公平性を欠いた「競争的権威主義」などと呼ばれる非民主制、権威主義
体制国家が増え、大きな関心を寄せられてきた。近年では、選挙や議会、政党といった制度が単
なる見かけ上の制度ではなく、権威主義体制の存続に寄与する重要な役割を果たしているとい
う研究が蓄積されてきている。 
とくに、選挙の実施は、政治参加の自由、機会の拡充につながることにより、権威主義体制の

民主化を促進するという研究が、多く行われてきた（Lindberg2006 など）。そのため、体制指導
者（独裁者）は体制の不安定化を危惧してジレンマに直面するが、実際には制度を通じて、体制
の潜在的離反者や市民を懐柔でき、体制が安定するということも明らかになってきた
（Magaloni2006, Blaydes 2011 など）。 
本研究が分析対象とする政府の権力や政策にたいする異議申し立て、抗議活動（反体制運動）

は、どちらの先行研究においても抑圧や制度による懐柔の失敗や体制の弱体化、民主化の予兆と
して捉えられてきた。しかし、実際には、多くの競争的権威主義体制国家において、民主的制度
が保持され、しばしば運動が発生しているにもかかわらず、民主化につながらず体制が維持され
ている。そこで、反体制派や市民の行動に関してどのようなメカニズムが権威主義体制の維持に
寄与しているのかについて、検討することとした。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、反体制派／市民が権威主義体制へ挑戦する手段の選択に着目し、権威主義体
制の安定性に与える影響を分析することであった。民主化論の文脈においては、反体制派の行動
については、デモや暴動、革命といった抗議行動に古くから関心が寄せられてきた。他方、上述
の権威主義体制の安定性を検討した先行研究では、民主的制度に関わる体制指導者の選択に焦
点が当たってきたといえる。つまり、反体制派の行動については、体制転覆を目的に運動を起こ
す、あるいは独裁者に懐柔されるという二者択一の前提が置かれてきたといえる。 
しかし、反体制派が選択しうる手段は、いわゆる「下からの体制転換」を目指す抗議行動だけ

ではないはずである。民主的制度を備えた競争的権威主義体制においては、選挙に参入し、合法
的な体制転換を目指す選択肢も考えられる。そこで、本研究では、反体制派による挑戦手段を抗
議行動から選挙への参入も含めて、権威主義体制の安定に影響を与えるメカニズムを検討した。 
 さらに、本研究では、反体制派の挑戦手段を規定する要因として、権威主義体制における選挙、
とりわけその繰り返しの実施に注目した。選挙の繰り返しの効果に着目する先行研究は一部に
は存在したが、反体制派の行動やその有効性に対して選挙の繰り返しが与える影響やメカニズ
ムは明らかにされていなかった。しかし、選挙は、その繰り返しによって、上述の反体制派のア
クターに与える影響が変化していくと想定され、このメカニズムこそが体制の安定に関わると
考えられたため、本研究で分析を行った。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では、権威主義体制下での選挙の繰り返しの実施が、 
（1）反体制派による制度外での体制への挑戦：抗議行動の発生をどのように規定するのか、 
（2）反体制派による制度内での体制への挑戦：制度内での一戦略である野党連合の形成にどの
ように影響するのか、 
（3）上記 2 つの手段を通じて、権威主義体制の安定性にどのように影響するのか 
という 3 つの観点から検討した。 
具体的な手法としては、権威主義体制国家を対象とした統計分析と典型例であるマレーシア

の事例分析を用いた。 
 
 
４．研究成果 
 （1）抗議行動への影響 
反体制派による抗議行動の発生に対し、選挙の繰り返しの実施が与える影響を検討するため、

1946 年～2010 年の間に存在し権威主義体制国家と分類された体制を対象に計量分析を行った。
その結果、選挙が実施された年に抗議行動の発生が促進される一方、自由公正度の高い選挙が繰
り返し実施されるほど、抗議行動が抑制されることが明らかになった。 
この研究は、門屋寿氏との共同研究として行い、2018 年の日本比較政治学会研究大会において

発表し、2019 年に『比較政治研究』から刊行された。（門屋 寿, 谷口 友季子（2019）「権威主
義体制下における選挙と大衆蜂起の発生」, 『比較政治研究』, 5 巻, p. 1-18。） 
 
 



（2）野党連合の形成 
（3）権威主義体制の安定性への影響 
 上記の 2 つについては、計量分析およびマレーシアの事例分析を行った。 
まず、野党連合の形成に与える影響についてである。選挙の繰り返しの実施は、野党にとって、

自党だけでなく他党の支持基盤に関する情報を得る機会となるため、自党のみでの議席増加の
限界を認識するようになり、野党間での連合形成を有効な戦略とみなすようになると考えられ
た。とはいえ、実際の連合形成に至るまでには多くの困難があるが、抗議行動が発生すると、与
党に対する大衆の支持の低下と野党への支持拡大の可能性が顕在化されるため、野党間で協調
交渉がまとまりやすくなると考察された。 
権威主義体制国家を対象とする計量分析の結果、野党連合形成に対する選挙の繰り返しの限

界効果は、抗議行動の発生によって高まるという結果が示された。 
 次に、抗議行動と野党連合の形成という制度外／内の挑戦行動それぞれを通じて、選挙の繰り
返しが権威主義体制の安定に与える影響を検証した。反体制派による抗議行動は、体制に抑圧さ
れるうえ、選挙が繰り返されることによって市民による大衆の支持が高まる状況では、制度外か
らの体制転覆の正統性を大衆から得ることが困難になる。 
他方、そのように体制転覆行動が有効性を失っている場合、権威主義体制への対抗において制

度内の手段の有効性は相対的に高まり、その結果、選挙が野党連合の形成という挑戦形態を通し
て体制の不安定を惹起する効果も同様に高まると考えられた。 
計量分析の結果、一定程度のクリーンな選挙経験の蓄積は、抗議行動が持つ権威主義体制の転

換を導こうとする効果を弱める一方で、野党連合の形成が体制転換を促進する効果に対しては、
選挙経験の影響は限定的であることが示された。以上 2 点の分析結果について、2020 年の日本
比較政治学会で発表を行った。 
 また、上記のメカニズムに関して、マレーシアの事例分析を行った。具体的には、独立前後か
ら 2018 年までの抗議行動と野党連合の形成交渉の過程を、4 つの時代区分に分けて比較を行っ
た。その結果、マレーシアにおいて、2000 年代後半以降に大規模に大衆を動員した抗議行動が
体制転換につながることなく、選挙による政権交代が生じたのは、選挙の繰り返しを通じて穏健
化した抗議行動が、長きにわたって試みられてきた野党間の協調の実現を促進したためだと考
えられた。 
この事例分析については、2019 年のアメリカ政治学会アジア太平洋ワークショップおよび日

本比較政治学会において、発表した。一連の研究については、日本語の査読誌へ投稿するため改
稿中である。 
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